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Abstract 

The purpose of this study is to clarify Saito Shintaro’s (1828–1888) ascetic practices focusing on the Ohmura 

domain. Shintaro was the eldest son of Saito Yakuro (1798–1871), a well-known swordsmanship instructor at the 

end of the Tokugawa period. Yakuro had established the Rempeikan (dojo), and Shintaro inherited it. He traveled to 

various feudal domains from 1847 to 1849. Two historical sources, Shoshu Shugyo Eimeiro-ku and Shugyo-chu 

Shohan Houmei-roku, contain records of his travels. The significance of these sources has not yet been examined. 

This paper examines the reliability of these sources and presents the following conclusions. 

(1) These sources indicate the places (feudal domains) and the dates of the visit made by Shintaro. In particular, 

most of the records of Kyushu appear in Houmei-roku.  

(2) The first area visited by him was the Koga domain. The northernmost domain was Matsumae and the 

southernmost was Hyuga. The Hirado domain and Tsushima domain were the westernmost places.  

(3) He participated in matches more actively in the north of Kyushu than he did in other districts.  

(4) His ascetic practices became the turning point in the transformation of the school (ryuha) of swordsmanship 

in Ohmura. 
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１．はじめに 

 幕藩体制の安定にともない泰平の世の中を迎え

た江戸時代中期，武芸における他流試合が遺恨を

生じるものとして禁止され，室町時代末期から江

戸時代初期にかけて行われてきた廻国修行は衰退

し，形の修練を中心とした稽古がなされていた（中

林, 1994, pp.67-70）。しかし，江戸後期になると神

道無念流や直心影流，北辰一刀流などをはじめと

する竹刀打込稽古を主とした流派が勢力を広げ，

他流試合が実施されるようになった。そして天保

期以降，他流試合のために諸藩を巡る廻国修行は

再び高まりをみせたのである（下川 , 1925, 

pp.300-301; 渡邉, 1967, pp.12-13）。 

 一般に「英名録」と称される小帳簿類には，渡
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邉が示しているように修行者が廻国修行において

携帯・持参し，訪問した道場における道場主や門

人名が記載された「廻国修行英名録」，そして廻

国修行を記録するために道場に備えられた「来訪

英名録」（渡邉, 1980, pp.180-190）の他に，榎本が

紹介したような他流試合のできる師家を書き上げ

た『弘化5年2月諸国剣家姓名録』などがあげら

れる（榎本, 1983, p.35）。「廻国修行英名録」の

中で，最も古いとされている史料は，長尾が紹介

した寛政10（1798）年の『剣術修行帳』（長尾, 1997, 

pp.2-3）で，この類の英名録はこれまでにも他流

試合や廻国修行の実態を知る上で貴重な史料とさ

れてきた。長尾は，これらを用いて廻国修行の修

行経路や方法が嘉永期頃にはほぼ確立されていた

と述べている（長尾, 1993, p.41）。また，文政期

には，西南地方の村落においても地方独自の流派

による他流試合がみられるようになり，九州近隣

の地域では他流試合が活性化していたこと，また

その活性化は他の地方よりも先進的であったこと

を榎本が明らかにしている（榎本, 1983, pp.39-41; 

榎本, 1987, p.14）。 

 幕末期に廻国修行をした剣術家の一人である斎

藤新太郎（文政11－明治21年：1828－1888年）

（以下，「新太郎」と略す）は，江戸三大道場の

一つとされる練兵館の師範・斎藤弥九郎（寛政10

－明治4年：1798－1871年）（以下，「弥九郎」

と略す）の長男である。新太郎が武者修行として

諸国を巡ったことはこれまでにも明らかにされて

おり（横山, 1943, pp.350-354），その時期は嘉永年

間であることが示されてきた（中村, 1994, 

pp.148-149; 富永, 1996, p.311）注1)。新太郎の三男

である斎藤福松（以下，「福松」と略す）によれ

ば新太郎の修行は諸藩に及ぶもので，弘化 4

（1847）年から嘉永 2（1849）年にかけて行われ

たことが述べられている（斎藤, 1939, pp.63-64）。

福松は廻国修行の期日と訪問地について網羅して

いるが，訪問先の流派や師家など新太郎の廻国修

行そのものの具体的な検討を行うまでには至って

いない。木村紀八郎は弥九郎の人物像を記す過程

で新太郎の修行に触れ，訪問地や門人の一部につ

いて説明を加えているが（木村, 2001, pp.204-225），

訪問地や期日すべてについて明らかにされている

わけではない。小谷は斎藤新太郎の廻国修行を記

したと考えられる史料『諸州脩行英名錄 弘化四丁

未年四月日』（以下「『英名錄』」と略す），『脩

行中諸藩芳名録 嘉永二己酉年』（以下「『芳名録』」

と略す）を紹介して，訪問地とみられる場所や流

派などについて明らかにし，一部の訪問地につい

て考察を加えているが，史料批判の過程を経たも

のではない（小谷, 2009, pp.93-87）。 

このように，これまでの研究ではこれらの史料

に対する史料批判を経た検証がなされておらず，

史料そのものを検討するという過程が踏まれてい

ない。したがって，史料の信憑性について触れ，

二つの史料が如何なることを示唆しているのか，

改めて検討しなければならない。 

 そこで本研究は大村藩を中心に据えて『英名錄』
注2)，『芳名録』注3)の詳細な史料的価値の検討を加

え，これらの史料から読み取ることができる新太

郎の廻国修行の実態について明らかにすることを

目的とする。 

 そのために，まず，新太郎の廻国修行前後の剣

術稽古について触れ，それぞれの史料形態を明確

にし，史料批判の方法として大村藩を取り上げ，

大村藩関連の記載事項から両史料が新太郎の廻国

修行を示すための妥当な史料であるか否かについ

て述べる。そして，嘉永7年に大村藩は斎藤新太

郎の弟，歓之助を招聘するという着眼点から大村

藩を中心にみた新太郎廻国修行について検討し

た。 

 

２．斎藤新太郎と練兵館 

 神道無念流は，福井兵右衛門を流祖とする剣術

流派で幕末期には最も弘流した流派の一つであっ

た。同流の戸賀崎熊太郎暉芳は，16歳で江戸に出

向き兵右衛門の門下となり，兵右衛門の跡を継ぐ

こととなった。彼は21歳で印可を授かり，文化元

年頃，7 年にわたる廻国修行を経験している。彼
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の帰郷に際して道場の後任を託されたのは，門弟

の岡田十松吉利である。十松は撃剣館と称する道

場で門弟への剣術指南を行った。水戸藩士藤田東

湖や伊豆韮山代官の江川英龍などが十松の門弟と

して名を連ね，斎藤弥九郎もその一人であった（全

日本剣道連盟, 2003, p.259）。弥九郎は寛政10年1 

月 13 日，越中国の由緒ある家柄に生まれたが，

帰農したために農民身分の所出であった。 

弥九郎は文化 9（1812）年江戸に出向き，撃剣

館へ入門，文政9年，飯田町へ剣術道場のちに江

戸三大道場の一つとなる練兵館を開いた。文政11

年7月生まれの新太郎は，弥九郎（篤信斎）の長

男で，龍善という諱を持つ。「父篤信斎の厳格な

訓育を受け，武道は勿論各般の学芸に秀で，殊に

晝は渡邊崋山に師事し，詩もよくすれば，書にも

堪能」な人物であった（斎藤, 1939, p.63）。彼は

二代目弥九郎として練兵館を継承し，弘化 2 年 7

月江川英龍の下へ入門して砲術などを学んだ。同

4年2月8日から3月28日には江戸三大道場の桃

井道場・千葉道場など江戸の10道場と他流試合を

行った。『都下諸流試合姓名帳 弘化四丁未年二月』

（筆者不詳, 1847）注4)によれば，このとき練兵館

から参加した門人は19名で，新太郎の手合わせは

練兵館門人の中で最も多く，彼が門人らを率いて

行ったものである。 

また，嘉永4年には練兵館門人らとともに佐倉

藩へ（渡邉, 1967, p.20），嘉永5年には長州藩へ

と足を運び（木村, 1990, p.40-42），試合と稽古に

遊歴したとみられる。このように新太郎は練兵館

門人らを伴って，練兵館のみならず他藩あるいは

他の道場においても剣術稽古を重ねていた。 

 

３．史料批判および史料形態 

本研究で対象としている史料は斎藤家より氷見

市教育委員会生涯学習課に寄贈された原典史料で

ある。これまでに前述の木村が『英名錄』は「同

一人の筆により清書」されたであろうと若干の考

察を加えているが（木村, 2001, p.212），明確な史

料批判はなされておらず，史料形態についても紹

介されていない。したがって本項では以下の四つ

の観点から史料そのものの価値に関する考察を試

みた。 

（１）表紙・序文・花押の有無 

『英名錄』『芳名録』は和紙に記された手書き

の文書で，その表題にはそれぞれ「弘化四丁未年

四月日 諸州脩行英名錄 練兵館社」，「嘉永二

己酉年 脩行中諸藩芳名録 練兵館社」と記され

ている。一般的に，「英名録」は「巻首に師家の

流名・署名・印鑑・本人の姓名，先学などの序文

をのせ，次々に歴訪する道場で道場主・門人の署

名」を受けることが一般的であった（渡邉, 1980, 

pp.180-190）。 

 「弘化四丁未年四月日 諸州脩行英名錄 練兵

館社」と記された『英名錄』は，縦27cm，横10cm

程，袋綴じ和紙に書かれた全 55 丁注5)の小帳簿で

ある。序文や修行者新太郎の署名あるいは押印は

見られないが，訪問先の藩，流派名，師範名，門

人名，日付などが記されており，その記載内容は

英名錄の形式をもつ史料である。 

 『芳名録』は『英名錄』同様に袋綴じ和紙全61

丁注6)，縦26cm，横10cm程のもので，前述の通り

「嘉永二己酉年 脩行中諸藩芳名録 練兵館社」

との表題，「江戸 齋藤弥九郎門人 齋藤新太郎」

という奥書を有している。序文はないが，新太郎

の名が記され，訪問先の藩・流派名・師範名・門

人名・日付が載せられている。 

（２）史料欠落，落丁 

『英名錄』から正確に読み取れる最初の訪問地

は弘化4年4月13日の笠間藩，史料の最後に記さ

れた訪問地は嘉永2年3月25日の豊後岡藩である

（練兵館, 1847-1849, 1オ-1ウ; 54オ-55オ）。笠間

藩から岡藩に至るまで，先に示した記載項目に準

じて記載されている。ところが，弘化4年4月13

日笠間藩以前に 10 名の門人の氏名が記されてお

り，この10名については，藩，流派，師範などの

記載がみられない。笠間藩以前の史料は欠落した

ものとみられる。この10名のうち，岡野八百喜・

三浦次郎吉・山崎恭
ママ

助・進藤登蔵・千賀牧太の 5
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名は長尾による『宮崎長兵衛武術英名録』の「古

河藩 東軍流 片山勇次郎」の門人名と一致をみ

ることから（長尾, 1993, p.36），『英名錄』の記

載は，古河藩から始まっていることが窺える。同

様に，嘉永2年3月25日岡藩の門人に続いて，臼

杵藩，直心影流の門人名等20名が記されているが

（練兵館, 1847-1849, 55オ-55ウ）28)，期日が記載

されていない注7)。 

 一方，『芳名録』は嘉永 2 年 4 月 18 日日向に

始まり，嘉永2年9月20日膳所藩で記述を終えて

おり（練兵館, 1849,1オ, 60ウ-61オ），史料の欠

落，落丁はないものとみられる。 

（３）史料記載者，記載時期 

『英名錄』『芳名録』は前述のように序文がな

く，記載内容も流派や師範名などしか書かれてい

ないため多くを語らない。二つの史料の書き手も

また現段階では明確にならない。二つの史料を比

較したときの大きな相違点は，『英名錄』が一定

の筆跡で淡々と書かれていることに対し，『芳名

録』はさまざまな文字のくずしをみる点である。

さらにもう１点は『芳名録』には訪問先とみられ

る道場主の押印が多数みられることが特徴的であ

る。すなわち，これらの相違点から浮かび上がっ

てくることは『芳名録』は修行者が持参し，各地

で押印を受けたものではないかということ，『英

名錄』は時間的な余裕を持って修行後にまとめて

書かれたものではないかということ，『英名錄』

が一人の記録者であることに対し，『芳名録』は

複数の手にかかったものではないかということで

ある。 

（４）史料の信憑性について 

 次にこの二つの史料の信憑性という観点から，

虚偽や偽作の可能性があるか否かについて検討

した。『芳名録』に記された大村藩前後の箇所を

翻刻したものが表１である。田端ら（2011）にあ

るように，長井兵庫，緒方半蔵，浅田千代治，小

佐々千三郎は『九葉實録補欠草稿弐』に記された

人物であり，特に長井は嘉永 7年7月に「無念流

取立助」へ任命される（田端ら,2011, pp.8-9）。

その後安政4年閏 5月には「無念流取立」となる

のである。長井の名は『新撰士系録』にもみられ

る。原口門人では『新撰士系録』において名称は

みつけることができるが，人物を断定するには乏

しい場合を除いて，吉川や原口がこの時期の藩士

とみられる。同様に森重門人の永野清左衛門，内

海門人の多くが『新撰士系録』にみられる同時期

の大村藩士で，原口盛衛師範もまた『新撰士系録』

にみられ，さらに弘化3年正月「原口盛衛軍助ノ

更名累年剣術ヲ勉ム 廩禄六石ヲ加フ」（九葉巻

之五十三, 弘化三年正月十一日）とあることから

当時の大村藩の剣術家であったことがうかがえ

る。 

また，大村藩では「藩士の剣術を善くする者を

して新太郎と技を較せしむ」として斎藤新太郎が

来藩し試合を行ったことが述べられている（山

路, 1920, p.35）。表1に示したように，5月6日，

5 月24～27日ともに「試合」の記載がみられる。

このように『芳名録』を，大村藩を中心に考察す

るとき，この時期の藩士らの姓名が多く記載され

ていること，試合を行ったと考えられること，こ

れらの点において『芳名録』の虚偽・偽作の可能

性は低いと判断できる。 

そして，新太郎の廻国修行に関する史料が『英

名錄』『芳名録』と分割されている理由は定かで

はないが，このように訪問先で押印を受けたとみ

られる『芳名録』の初出の訪問地が嘉永2年4月

の日向であることと『英名錄』の最終訪問地が嘉

永2年の3月，豊後であること，これらの日付や

訪問経路の点から疑問点が生じないため，経路と

いう点でみたとき『英名錄』の偽作の可能性は低

いと判断される。よってこれらの史料は一連の新

太郎の修行訪問地を示した史料とみられ，新太郎

の修行記録は来訪修行の記録ではなく，訪問修行

の記録であることが言及される。また，大村藩の

記述に対する信憑性から，比較的信頼され得る史

料であると判断した。そして『芳名録』は主とし

て九州における訪問地を示した史料である。 
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４．記載内容の検討 

上述のような大村藩を中心とした史料的価値

に関する検討から二つの史料に対して一定の信

憑性をみることができた。そこで，次に内容の考

察を行った。ここでは訪問経路の詳細については

対象とすることを避けるが，新太郎が訪問したと

きの経路の概要を示せば，弘化 4年4月頃下総古

河藩から常陸，下野へと向かい注8)，陸奥，出羽な

ど現在の東北地方，そして北陸を歴訪した後に，

東海道を西へ進んだとみられる。大坂を経た後は，

現在の四国・中国地方を巡り，嘉永2年3月に豊

前・豊後へと入った。ここまでが『英名錄』にみ

られる記録である。一方，『芳名録』は嘉永2年

4 月日向に始まり，肥後，筑後，肥前，長崎と続

き，その記録は長州，津和野，京都で終わる。こ

れらの訪問地において如何なることが看取される

か，次の3つの観点，（1）「試合」の記述の有無，

（2）他藩に出向きその地で門人となっている者に

ついて，（3）各訪問地における押印の有無から進

めた。 

（１）「試合」の記述の有無 

 ここでは史料内に記された「試合」の記述につ

いて検討したい。二つの史料には上述した大村藩

のように「試合」の記載がみられる訪問地とみら

れないものが存在している。天保期以降他流試合

は活性化し，各藩で他流試合が実施されることや

藩士が修行に出かけることは例外ではなかった。

しかし，岩国藩の事例にあるようにすべての流派

においてそれが認められたわけではなく（和田, 

1990, pp.49-50），他流試合への抵抗があったとみ

られる。また嘉永6年以降修行に出かけていた牟

田の日記からは「一躰當所ハ江戸留守居より之御

申入無之ば，御手合申事相成不申國方
（法）

ニ相成」，

「節角遠路之御尋ニ而御座候得共，御留守居筋よ

り御申入無之故，六ヶ敷有之，御気之毒ながら御

斷申と之事也。一躰先日も四人連ニ而齋藤彌九郎

より添書有之候得共，内分ニ而も出来兼候譯合ニ

付，方
（旁）

々以事故殘念ながらと申歸也」（森ほか, 

1974, pp.305-307）とあるように、例え斎藤家の「添

書」があったとしても，手続きをとった上で許可

を受けなければならないことを理由に，手合を断

ると述べている藩もある。他流試合はすべての藩

において許されたのではなく，禁じられていたり，

師範がその申し出を断ったりするなどその状況は

各藩それぞれであったと考えられる。天保期から

次第に他流試合が認められ，ひらかれつつあった

が，このような社会背景が弘化期に出立した新太

郎を取り巻いていたのである。江戸の三大道場の

練兵館門人といえども，新太郎がすべての藩にお

いて順調に試合や稽古を重ねたとは考えられな

い。 

それでは「試合」が語る実態とは如何なるもの

であろうか。ここでも大村藩を事例に挙げてみる

と，大村藩では試合を行っていたとみられ，「試

合」の記載のある訪問地の一部には「於加藤善右

衛門道場試合」「鹿島道場ニ而試合」というよう

に稽古場を明記している場合がある。同様に考察

していくと，「試合」の記載がみられない訪問地

には道場あるいは稽古場の記載はひとつもみられ

ない。すなわち，新太郎らは「試合」の記載がな

い訪問地では試合ができなかったあるいはその申

し出を断られた可能性があり，記載のある場所で

は試合を行うことができたとみるべきである。 

「試合」が記載された訪問地については表2中

の試合欄に○を付した。上記の点において『英名

錄』は試合の実施を認める史料としては極めて曖

昧であり，唯一美作・伊予でその記述がみられる。

『芳名録』では多数みられるため列挙しないが，

そのほとんどが九州北部に集中しているのであ

る。これらのことから推察される実態は，新太郎

は九州北部では試合を行うことができたというこ

とである。そして同時に『芳名録』にのみに焦点

をあてて，訪問地の流派が神道無念流に限定され

ていない記載内容を汲んだとき，新太郎は明らか

に他流試合をめざして修行に出立したとみられる

のである。 

（２）他藩へ出向きその地で門人となっている者 
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 大村藩士荘勇雄は，嘉永2年藩命により江戸に

至り，練兵館に入門した。一方，長尾が示した嘉

永3年の史料では「神道無念流 齋藤彌九郎門人

…（略）… 大村 荘佳奈江」と記されており，

荘が練兵館門人となっていることがうかがえる

（長尾, 1993, p.30）。このように門人名とともに

記されているものは特記事項であり，その人物の

身分や出身を示し，当該門下生としての情報を与

えていると考えられる。『芳名録』においてもこ

のような記述スタイルが多々みられ，史料を丹念

に検討していくと，他藩の藩士が含まれている箇

所がある。この記載がみられる訪問地については

表2の他藩士欄に○で示した。そのうち柳河
ママ

藩の

師家・大石七太夫の門人に顕著で，ここには，長

州，肥前大和，飫肥，和泉，蓮池の者たちの名前

が記されている。そして小城藩新陰流鍋島邦衛の

門人には「久留米藩朝
ママ

山一伝流兼庄藤兵衛」，「柳

川大石新蔭流兼西田勝馬」，「久留米藩新陰流兼

松崎大蔵」（練兵館, 1849, 19オ）の3名が連ねら

れている。すなわち，各藩への藩士らの出入りが

あり，小城藩のように他藩へ出向いて門人となり

二流以上の流派を学んでいた者が確認されるので

ある。このようなことが小城，柳川，久留米など

において認められていたとみることができる。 

（３）各訪問地における押印の有無 

 第3章第3節の史料記載者，記載時期で示した

ように，『芳名録』における訪問地では多数の押

印を受けている。これらの印影からは流派の押印

と師範家の押印とみられる。押印のみられた訪問

地について，流派の印，師範家の印，これらを合

わせた押印の数を表2の押印欄に示した。押印の

数やこの印影がいかなることを示唆しているの

か，その理由は明確にならないが，このような他

流試合の場合，尐なくとも流派と師範家の印をそ

れぞれ一つずつ，その双方を受けることが当時の

剣術家たちの共通認識になりつつあったことがう

かがえる。ただし，これについては今後，詳細な

検討が必要である。 

 

５．大村藩とその周辺の訪問地における記述 

 嘉永2年閏4月久留米藩で試合を終えた新太郎

は対馬へと渡り，その後肥前蓮池・佐嘉
ママ

・小城・

鹿島に至った。大村藩への訪問はその後のことで

ある（練兵館, 1849, 21ウ-27オ）。大村藩は嘉永7

年5月（安政元年改元前）に新太郎の弟・歓之助

を招聘し，安政2年には藩主流の剣術流派を神道

無念流へと改変させた（田端ら, 2011, pp.8-9）。嘉

永7年から安政2年（1855）にかけたこの経過は，

大村藩の藩主らが歓之助を獲得し，神道無念流を

積極的に採用しようとしたことによるものであっ

たが，その発端は嘉永2年5月の新太郎の廻国修

行にさかのぼる。新太郎が大村藩を訪れた際，大

村藩士の剣術に優れた者は「一人の善く之に敵す

る無し」（山路, 1920, p.35）のように新太郎一行

に力が及ばなかった。これを受けて同年8月，荘

は藩主・執政主導のもと練兵館に入門し，歓之助

は江戸にて馬廻となり大村藩へ召し抱えられるに

至ったのである。このように大村藩にとって，新

太郎の修行とその試合は藩士を練兵館に入門させ

る，また，藩主流の剣術流派を神道無念流にさせ

るほどの効力を持っていたとみられ，剣術流派改

変に対するターニングポイントとなったとみるこ

とができる。 

 大村藩訪問日5月6日と24～27日と同日には，

唐津藩四天流・小嶌荘太郎らの名が記されている。

新太郎らが佐嘉
ママ

や鹿島から大村へ進路をとって，

その後長崎へ赴き再び大村に戻ったものと考えら

れる。その地理的な位置や経路から，小嶌らが大

村藩に滞在していたのではないかと考えられる。 

 大村での試合を終えると平戸，唐津，秋月と続

く（練兵館, 1849, 27ウ-31ウ）。平戸藩への訪問

は，史料によれば5月2日と記されているが，『芳

名録』が時系列に記されていることや前後の日付

や訪問地から考えて6月2日の書き誤りと推察さ
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れ，新太郎らは5月24から27日まで大村藩を訪

問した後，平戸へ向かい，6 月 5 日唐津藩，そし

て秋月を訪問したとみられる。嘉永2年6月9日

の筑前が九州最後の修行日となり，その後は長門，

石見，因幡，京都，近江と帰途に着いたものと考

えられる。 

 

６．おわりに 

 これまで大村藩とその周辺を中心に『英名錄』

と『芳名録』の史料的価値と記載内容に関する考

察を進めてきた。最後に『英名錄』『芳名録』か

ら描かれる新太郎の修行について総括したい。 

（１）新太郎の修行に関する二つの史料には一般

的な英名録に準じる史料としての妥当性が認め

られ，彼の修行における訪問地を示す史料であっ

た。特に『芳名録』の記述の大部分が九州におけ

るものであった。 

（２）これまで明らかにならなかった『英名錄』

欠落部分は古河藩に関する記載であり，現存する

史料においては古河藩が最初の訪問地とみるこ

とができる。新太郎は，北が松前（現在の北海道），

南は日向（現在の宮崎県），西は対馬や平戸（現

在の長崎県）におよぶ地理的に広範囲を巡った。 

（３）『英名錄』には「試合」の記載がほとんど

みられず，この点で『英名錄』における訪問地で

の稽古，試合の実態を明らかにすることはできな

かった。一方，『芳名録』では「試合」の記載が

顕著で，この記述がある訪問地では試合を行った

とみられる。九州北部がその主たる地域であり，

新太郎は他流試合実施を主眼において修行した。 

（４）新太郎の修行は地方大村藩にとっては，藩

士を練兵館へ入門させたり，歓之助を招聘させた

りするなど，藩の剣術流派を改変のためのターニ

ングポイントとしての役割を持っていた。 

 

付記 

 本研究は，日本学術振興会科学研究費補助金

（特別研究員奨励費，課題番号：22・7821）の交

付を受けて行われた． 

 

注 

注１）中村および富永は新太郎が嘉永2年に廻国

修行で長州藩を訪問したことを述べてい

る。 

注２）平成 17（2005）年 9 月 28 日筆者の聞き取

り調査により斎藤幸子氏から富山県氷見市

教育委員会生涯学習課に寄贈された史料で

あることが確認された。 

注３）『英名錄』とともに斎藤幸子氏より寄贈さ

れた。 

注４）国文学研究資料館所蔵の伊豆韮山江川家文

書で，表紙に「弘化四丁未年二月 都下諸流

試合姓名帳」と記されている。江川英龍の

屋敷で行われた他流試合に関する手書きの

史料であり，「練兵館社中」との奥書を持

ち，練兵館門下の手合わせを示している。 

注５）本稿では表紙を含めず場所，師範・門人名

などが記された丁のみを頁数として数え

た。便宜上，表紙を含めずに袋綴じの和紙

の前半葉・後半葉の2頁を合わせて1丁と

し，各丁の表を「オ」，裏を「ウ」として

表記する。すなわち第3丁目の表は「3オ」，

裏は「3 ウ」となる。以下，引用は特に必

要とされる箇所にのみ付した。 

注６）表紙・奥書を含めると 63 葉の和紙の史料

であるが，『英名錄』同様に表紙・奥書は

頁数に含めていない。引用箇所のナンバー

リングについても『英名錄』同様の方法を

とった。 

注７）臼杵藩については，史料の記載者が期日を

書き落としたか，未完成のまま閉じられた

か，あるいは続きの史料があったが欠落し

てしまったかなど複数の理由が考えられ

る。しかし，これらを断定することはでき

ない。史料の状態から考えるならば，史料

の欠落によるものではなく，期日を書き落

としたものか，未完成のまま閉じられたも

のとみられる。 
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注８）福松はこの修行について，新太郎は野原正

一郎，清水牧太，山田惣次郎，細田泰次郎

の4人とともに江戸を離れたとし，堀は細

田，野原，山田の3人で江戸を出発して山

田は松前で養子に行ったとしている（堀, 

1934, p.491）。木村高士は幕末期の武者修

行は同門の士や高弟を従えて遊歴していた

ことを述べた上で新太郎が細田，野原，山

口を伴って江戸を発ち，一行が長州藩を訪

れた際には山口以外の2人を従えてきたと

記している（木村, 1990, p. 38）。いずれに

しても複数で出立したものと考えられる。 
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西肥 西肥

神道無念流

同流

片山流 同流

西肥

四天流

印

片山流

西肥

四天流

武信流
右

試合

森重百合蔵

大村藩

原口　盛衛
門人

吉川亀太郎

廣瀬平次郎
内山甚左衛門

神道無念流

同藩

喜々津岩右衛門
田中　才蔵
山口幾太郎
太田邦太郎
中村　□平

喜々津岩右衛門
山下　善吉
原口彦九郎
岩永重三郎

岩永重三郎
中村太右衛門

森重百合蔵
門人

永野清左衛門

小島荘太郎

長井　兵庫
折敷瀬数馬
荘　佳奈江
朝川代之允

内海　直人
門人

印

岩永勝三郎
山口　繁松
岡四郎三郎
河野　文吾
小佐々千三郎
福田　与市

澤井善三郎
三根　百吉
香取　栄

峰　佐代治
村井嘉作門人

浅田千代治

小佐々友之助
緒方　半蔵
一瀬伴五郎
藤崎文太夫

同藩

唐津藩

大村藩

森　政之允
後藤友三郎

五月廿四日ヨリ廿七日迄

大村藩

原口　盛衛
門 人

吉川亀太郎

印

 門 人
永野清左衛門

同藩

内海　直人
門人

峰　佐代治
緒方慶四郎
河野　文吾
小佐々千三郎
同姓友之介
香取　栄

福田　与市

朝川代之允
緒方　半造
岡　四郎三郎

浅田千代治

折敷瀬数馬
岩永勝三郎

唐津藩

山田又三郎
針尾三十郎
一瀬伴五郎
山口　重松
荘　佳奈江
長井　兵庫

小島荘太郎
右者同日試合

神陰一刀流
赤松　次郎

門人

表１．『芳名録』における大村藩の流派・師範・門人

（略）

右者五月六日試合

（略）

長崎奉行支配
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訪問地（藩） 流派 師範名 門人数 訪問日 試合 他藩士押印数備考
〔古河藩〕 〔東軍流〕 〔片山勇次郎〕 〔10〕 訪問日の記載なし
常陸笠間城藩 自現流 （村上善太夫） ほか1 以下，弘化4年

一刀流 山本鉄之亟　廣田屯 15 四月十三日
常州下館城藩 示現流 （星野彦六） ほか0

桂木流 高橋友衛 11 同月十五日
下野壬生城藩 聖徳太子流 （叶間半右衛門） 0

神道無念流 上條信治 12 同月十六日
野州黒羽藩寺子住 神道無念流 熊久保彌右衛門 8 同月廿三日
奥羽白河城藩 一刀流 森元確斎 7 同月廿四日
同藩 神道無念流 三田大六 37 同月廿八日
奥羽會津城藩 神道精武流 井深蔵人 20 五月朔日
同藩 奇正流 黒河内傳五郎 12 同月二日
同藩 太子流 原勝馬 18 同月三日
同藩 真天流 酒井傳内 19 同月四日
奥州伊達郡湯村住 神道無念流 若林謙吉 13 同月十日
奥州半田銀山住 一刀流 藤田五郎兵衛 3 同月十一日
同州森山住 神道無念流 （佐久間正治） ほか1 同月十二日
同州高子住 神道無念流 （熊坂宇右衛門） ほか3 同月十三日
奥州仙臺藩亙住 一刀流 一丸水之助 13 同月廿八日
奥州石之巻住 栁剛流 岡田左馬之助 24 同月廿四日
東奥松前藩 神道無念流 坂井厨右衛門　鎌田岡右衛門　飯田隼太 43 六月廿七日ヨリ九月十日迄
同藩箱館住 神道無念流 （村田林八） ほか9 八月廿七日ヨリ同廿九日迄
同藩江差住 神道無念流 （三戸長次郎） ほか24 九月廿六日ヨリ廿八日迄
奥州津軽弘前城藩 小野派一刀流 須藤半兵衛　柿崎謙助 20 九月廿九日ヨリ 「廿九日ヨリ」以下の記載なし
羽州久保田城藩 直心影流 渋江内膳 9 十月十日
羽州久保田藩湯澤住 心極流 三好九十郎 35 十月十五日
羽州庄内鶴岡城藩 直心影流 大淵瀧之助 21 十月廿一日
羽州最上天童城藩 直心影流 原右橘　渡邉惣蔵 9 同月廿八日
羽州最上山形城藩 鈴木派無念流 （田島岩尾） ほか0

淺山一傳流 呼子貞人 19 十月晦日
北越村上城藩 直心影流 （杦田新之亟） ほか0

時中流 宮川只右衛門 16 十一月七日
北越中村濱住 小野派一刀流 （佐藤三郎左衛門） ほか7 同月十一日
北越新発田城藩 直心影流 窪田鐐三郎　溝口周太 26 十一月十日
北越水原住 神道無念流 （吾孫子信吉） ほか11 十一月廿日
戌酉三月
北越新潟 鐘馗流 粕谷房之亟 6 三月朔日 以下，嘉永元年
野州縣邑住 神道無念流 （家泉栁八） ほか2
上州舘林城藩 直心影流 飯塚剛一郎 13 三月廿日
豆州韮山藩 神道無念流 （八田兵助） ほか8 七月 日にちの記載なし
駿州田中城藩 直心影流 小野小兵衛 14 七月十七日
三州吉田城藩 山下無敵流 中澤彌兵衛 19 同月廿四日
三州田原城藩 神道無念流 村上定平 16 八月五日ヨリ廿日迄
三州西尾城藩 克己流 安丸仲右衛門　安丸俊治　安丸藤弥 42

同藩 養勇流 田代藤兵衛 9 八月廿三日
勢州津城藩 神妙流 （渡邊内膳） ほか0

卜傳流 （上野小平太） ほか0
真隂流 （津田武左衛門） ほか0
神刀一刀流 （村上武一郎） ほか0
目□流 若山栄次郎 69 九月三日ヨリ五日迄 □内は蕐（華）の文字と考えられるが定かでない

摂州大坂住御鉄砲方同心 直心影流 西小彌太 2

信州上田藩 （尼子次郎四郎） ほか3 九月廿二日同日 流派の記載なし
大坂浪士 鈴木派無念流 八ッ岡民部 7

大坂玉造与力 天羽流 （朝比奈陽之助　朝比奈栄之進） ほか0 九月廿六日同日
大坂天満 天真一刀流 一圓番左衛門 6 十月朔日
大坂玉造口同心 直旨流 藤重良左衛門 6

米津越中守藩 直心影流 （鈴木渡之助） ほか1
玉造口御蔵番 （南槌之進） ほか1 同月二日同所 流派の記載なし
播州三日月藩 直心影流 河端老之助 16 同十二日

表２．斎藤新太郎の諸国修行の訪問地（藩）・流派・師範名，門人数，その他
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作州津山城藩 理方一流 松尾圓八 32

同藩 自勝帰真流 石垣早夫 54 於城内稽古場試合　同十六日 ○
作州勝山城藩 一刀流 鹿師村軍之助 17 同月十九日
備中州松山城藩 直心影流派 谷三次郎 46

豫州今治城藩 無三自現流 三好八百蔵 13 十月廿七日試合 ○
同藩 以心流 丹下喜太夫 39 同廿八日試合 ○
同藩 真貫流 冨田祐次郎 23 同廿九日試合 ○
同藩 以心得宗流 野呂完之助 28 同月晦日試合 ○
豫州松山城藩 新當流 橋本彌傳次 18 十一月三日試合 ○
豫州新谷藩 直心影流 山田八平治 9 十一月五日試合 ○
豫州宇和島城藩 田宮流 多都味嘉門 20 十一月八日試合 ○
豫州西條城藩 栁生直隂流 秦勝三郎 39

同藩 田宮神釼流 森惣兵衛 25 十一月十八九両日
阿州藩関邑住 貫心流 山根大蔵　山根武五郎 34 十一月廿八日
阿州德島城須本藩 神道無念流 三宅肇 25 十一月廿九日
讃州藩入野山住 関口流 松村忠六 15 十二月三日
讃州高松城藩 一刀流 上原達蔵 17 十二月五日
讃州高松藩林田住 無相流 中條秀次郎 15 十二月七日
備中州岡田藩 神道無念流 （中村三太左衛門） ほか65 嘉永元年極月十八日ヨリ翌到酉正月十日
備中州下原住 神道無念流 難波重兵衛 9 同月十日ヨリ十四日迄 以下，嘉永2年
同州川邉住 神道無念流 難波惣七 16 正月十五日ヨリ廿日迄
備前岡山城藩 直心影流 阿部右源次 15 正月廿三日廿五日両日
同藩 鏡心明智流 岸本鍬之助 23 同月廿四日
同藩 小野派一刀流 笹谷武四郎 17 同月廿六日
播州赤穂城藩 直心影流 山田彦右衛門 16 同月廿八日
備後福山城藩 玉心琢磨流 小田切郷左衛門 9 二月三日
同藩 無三自現流 太田藤左衛門 21 二月五日
備後三原城藩 信抜流 荒木裕 10

同藩 貫心流 （山品本内蔵太） ほか9 二月廿四日
藝州廣島城藩 貫心流 細六郎 20 二月廿七日
防州岩國城藩 新隂流 桂六左衛門 31

同藩 愛州神隂流 笩次郎右衛門 8

同藩 直心影流 長谷川藤次郎 9 三月朔日
防州德山城藩 神道無念流 小田都筑 11 三月四日
防州右田居住毛利筑前内 神道無念流 岡崎佐左衛門 28 三月六日
長州府中城藩 田宮流 益田信右衛門 12 三月十日
豊前中津城藩 一刀流 標葉甚助 14

同藩 外他一刀流 堀美佐尾 5 三月十四日
同藩 新當流 古宇田次郎太夫 17

同藩 外他一刀流 坪坂何右衛門 7 三月十四日
豊後日出城藩 直心影流 千野直右衛門 15

同藩 東軍流 佐野次左衛門 5 三月十九日
同州府内城藩 直指流 木戸孫九郎 12 三月廿一日
同藩 直心影流 津久井嘉助 12 三月廿二日
同州岡城藩 抜討流 福永傳兵衛 17

同藩 直指流 柘植与右衛門 15 三月廿五日
同州臼杵城藩 直心影流 （後藤郡司　河崎藤之亟） ほか14 日付の記載なし，師範として後藤・河崎ほか4名
日州高岡 直心影流 市来武左衛門　市来善助 22 嘉永二酉四月十八日 2

肥後人吉藩 新影流 日野熊蔵 9

一刀流 （那須四□介） ほか10

家川念流 恒松道太郎 3

柳河御藩 家川念流 清水太郎左衛門 5 嘉永二己酉年四月廿八日試合 ○
肥後宇土藩中 新陰流 高月五兵衛 25 嘉永二年酉年閏四月三日試合 ○ 2

東肥熊本藩中 新陰流 岐部弥三左衛門 26 嘉永二年閏四月七日試合 ○ 3

新陰流 横田清馬 2 ○
四天流 上林権兵衛 7 同日試合 ○ 2

柳河藩 大石神陰流 大石七太夫 15 嘉永二年酉年閏四月九日試合 ○ ○

同藩 家川念流 清水太郎左衛門 17 ○
同藩 同流 京都五六兵衛　世戸口紹兵衛 10 ○
同藩 電撃抜討流 寒田安左衛門　足達毛兵衛 3 ○
同藩 疋田豊五郎流 江嵜市兵衛 2 ○
同藩 新陰流 田尻藤太　加藤善右衛門 13 酉閏四月十一日十二日於加藤善右衛門道場試合 ○ 3

久留米藩 淺山一傳流 津田傳 39 閏四月十四日試合 ○ ○ 1
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筑米藩 神陰流 加藤田平八郎 26 ○ 2

同藩 直心影流 今井静左衛門 9 嘉永二酉年□四月十六日両流試合 ○
對州藩 無双一睡流 村山東一郎 8 嘉永二閏四月廿三日試合 ○
同藩 愛洲神蔭流 青木小藤太 7 同年同月同日試合 ○
西肥蓮藩 心形刀流 富永清太夫 9 同月廿五日試合名録 ○ 3

肥前佐嘉藩 タイ捨流劔術 河内軍右衛門　廣田長左衛門 13 ○
直心影流劔術 中嶋忠右衛門 18 閏四月廿七日雌合 ○
直心影流劔術 白濱次郎左衛門 13 ○
鉄人流劔術 福地助之允　吉村市郎太夫 25 同廿八日雌合 ○

西肥小城藩 新陰流 鍋島邦衛 6 ○ ○

同藩 戸田流 納冨五郎太夫 14 ○ ○ 2

同藩 大石神蔭流 江副兵部左衛門 9 嘉永己酉五月朔試合 ○ 3

肥鹿藩 大石神影流 並木軍八 14 嘉永二酉五月四日鹿島導場ニ而試合 ○ 2

西肥大村藩 神道無念流 原口盛衛 5 ○
同藩 神道無念流 森重百合蔵 1 ○
同藩 片山流 内海直人 20 五月六日試合 ○
西肥唐津藩 四天流 小嶌荘太郎 1 同日試合 ○

神陰一刀流 赤松次郎 42 ○ ○ 2

　　新陰流 大林鉄之助 ほか1 ○ 赤松道場での試合は大林，松江らを含んでいた

　　一刀流 松江精一 1 五月十日長崎赤松稽古場ニおゐて試合 ○
長崎奉行支配 武信流 村井嘉作 7 ○ 2

同 真陰流 小川水衛 2 嘉永二酉年五月十四日試合 ○
西肥大村藩 神道無念流 原口盛衛 10 ○
同藩 神道無念流 森重百合蔵 1 ○
西肥唐津藩 四天流 小島荘太郎 1 ○
大村藩 片山流剱術 内海直人 21 五月廿四日ヨリ廿七日迄試合 ○ 3

肥前平藩 心形刀流 小関三七 10 ○ 1

同藩 円明流 成田紋左衛門 7 ○
同藩 直心影流 井元熊太夫 4 ○
同藩 一刀流 嶌田運八 1 嘉永二酉年五月二日試合 ○
西肥唐津藩 四天流兵法 百束半左衛門 9 六月五日試合 ○ 2

筑州秋月藩中 以心流 松村長太夫 8 六月九日立合 ○
同藩中 丹石流 藤田仲 34 六月九日試合 ○ 2

長州藩 片山流 北川萬蔵 142 六月十六日試合 ○
長州藩 新陰流 馬木宗六 189 六月十七日試合 ○ 2

長州藩 新陰流 内藤作兵衛 209 ○ 1

長州藩 新陰流 平岡弥三兵衛 84 嘉永二年酉年六月十九日試合 ○ ○ 1

津和野藩中 江流 仁保友左衛門 20 嘉永二酉年八月十七日 2

因州藩 神刀兌山流 浅田为計 17 嘉永二酉年八月廿八日試合 ○ 2

京都二條所司代組与力 是心流 吉田兵三郎 12 嘉永二酉年九月十四日試合 ○
直心影流 （稲田又六） ほか0 於同所試合 ○

京都住 直心影流 戸田栄之助 24 九月十六日試合 ○ ○ 2

膳所藩中 直心影流 岡田東太郎 16 酉九月廿於遵義堂稽古場試合 ○

出典『英名錄』
　　『芳名録』

凡例
※翻刻は通例，縦書きにするが，多数の藩や師範名が記載されていることから，表の形式で示した。
　史料は藩名，流派，師範名，門人名，日付の順に記されているため，表は史料に準じて藩，流派，師範名，門人数，日付の順に横書きに記載した。
　表中の文字についてはできる限り史料に記載されたもので表記し，都合上「ママ」を要するところの表記を省略した。
　但し，固有名詞でない文字，「迄」は常用漢字を用い，合字の「より」は片仮名表記とした。
※師範名の記載がない場合は空欄とせず，代表者とみられる者あるいは先頭に記されているものを（　）にて記載した。
　但し，先頭の者以外で記名されている人数を「ほか○」として門人数の欄に示した。
※門人名は割愛したが，記載された人数のみ表内に記した。
※時系列に並んでいない箇所があるが，史料に記載されている順に記した。
※史料欠落部分の古河藩については〔　　〕内表記とした。
※試合の記載があり，試合を行ったとみられる訪問地については最右端に○を付した。
※説明を要するものは備考欄に記載した。
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